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その地域特有の知恵だと思います。私はその伝統的な知恵を、Traditional Ecological Knowledge や




















































































































































2. 49 枚棚田、日本とインドネシアの稲作の比較 
 











































田んぼ米」お米のブランドで、また、不耕起による稲作で作られている NIKKO ジャパンの NGO が持つ、
竜にある田んぼもそうです。 
 



























写真 9  49 枚棚田で子供が田植えをしました 写真 10 畦を直す棚田の仕事 




































写真 12 バーベキュー(上左)、しめ縄(上右) 









































写真 13 真野浜北部の葦刈り 
写真 14 ヨシたいまつ点火祭り 
49 枚棚田では棚田の維持活動だけではなくて色々なイベントも行っています。例えば収穫後の新米
を食べたり、取った芋を焼き芋にしたり、また採れたしいたけを焼いたり、あるいはバーベキューの









3. 葦刈りと葦たいまつ点火祭り  
 



































































写真 16 梅干し(上)、味噌(下) 
 





























期は 6月ぐらいです。7月 20 日ぐらいの梅雨が終わった時に
梅干しを 2・3日、日に干します（写真 16 上）。夏に向けて梅
ジュースも作ります。 



















































写真 19 ため池からの魚 

































7. 曼荼羅山掃除  
  
普門と言う集落は、曼荼羅山を持っています。実はその山はローズタウンと言う新しい住宅街に囲
まれています。昔、その住宅街の開発の時にその山も売るよう京阪電鉄に頼まれましたが、林業組合
の組合員の間で意見が二つに分かれ、結局、山は売らないという意見がわずか 2票差で勝ちました。
曼荼羅山は古い山で、沢山の古墳が見つかっています。集落の人々は林業組合を持っており、その山
を維持管理しています。昔、その山には多くの赤松があり松茸も沢山出てきました。残念ながら、そ
の松茸は最近ほとんど見つかりません。一つは曼荼羅山が管理されず、秋になったら落ち葉でいっぱ
いになるからです。昔、肥料があまりない時代には皆曼荼羅山から落ち葉を集めて田んぼに埋めてい
たそうです。ある人は、小さい時にそのようにしていたと言っていました。しかし、落ち葉の肥料が
必要なくなると山は落ち葉だらけになりました。そこで、今では村人たちは交代で山掃除をします。
私も曼荼羅山の掃除をしました。山歩道に落ちた葉を掃除します。掃除した落ち葉を集めて山の奥に
置きます。  
最近、秋にきれいな曼荼羅山の色鮮やかな木が少しずつなくなったりしてします。それは、森林組
合の曼荼羅山の木をヒノキに変えようと言うプランによるものでした。理由はもし地震があって村人
が家を失った場合、ヒノキを伐採して、すぐに家を建てることができるからだと谷茂夫さんが私に説
明しました。聞いていた私は、これはローカル・ノレッジで、集落の人々が自分たちを助けるために
集落にある資源を利用し、力合わせて自分たちの生活をとり戻そうとするためのものだと思います。
人々は、いざというときに政府や他の所からの助けにばかり依存せず、自分たちが自分で立ちなおる
のです。 
 
8. 逆境があるとき皆一緒にやります 
 
 私の隣のおじいさんがなくなった時、５人組メンバーとして、私もお葬式の準備を手伝いました。
朝、私は１５０世帯に回り各家庭から１００円又はお米三合を集めました。お葬式は昼からはじまり、
お坊さんがお祈りしてくれました。近所の人々も参列し、色々手伝います。お墓に行く前に最後の別
れの行事があります。まず、家族が一番前、写真を持っているのはその人のお子さんです。家族を並
べてから隣人も並びます。その並んでいる人々はそれぞれの役を務め、様々なものを持ちます。お葬
式の為に私や主人も仕事を休み、役割を務めました。その後の４９日間、毎週その人の家でお祈りが
行われました。私はそのお参りに参加しました。４９日後は、何年かの間、お参り（法事）がありま
す。私は隣の１００歳で亡くなったおばあさんの７回忌のお参りに参加したことがあります。このよ
うな日本の村は、楽しい時も逆境がある時も皆が一緒にやる事ができます。近代化やグローバリゼー
ションの中でローカルな知恵が失われがちな中でこのようにローカルな知恵を守り発展させているこ
とはとても素晴らしいことです。 
 
おわりに 
 
 大津の集落には様々な行事があります。上の事以外も盆踊り、コスモス祭りなどがあります。私は
その行事が好きでこの集落暮らしを楽しんでいます。日本の地域社会では学ぶことが沢山あります。
それは、年を取ったおばあさんやおじいさんが持っているローカル・ノレッジです。地域では、その
ローカル・ノレッジは当たり前の事ですが、外から来た人が見るとそれはとても素晴らしいことなの
です。そのローカルな知恵を保存し、生かすため、もっと若い人々に知恵を教えるべきです。私は外
から来た人なので集落の事は表面からしかわかりませんが、集落の人々が色々な行事を守ることがで
きればと思います。外から来た人として、私はもっと集落の事を知りたく思います。また、もっと村
の行事に関与したいと思っています。 
